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札幌国税局長

えくにきよし

江国情志

Ⅱ

北間連だより

着僅あい竃つ

出身地大阪府

略歴

昭和56.4国税庁入庁

平成20.7国税庁課税部資産評価企画官

平成21.7名古屋国税局総務部長

平成22.7関東信越国税局総務部長

平成23.7国税庁課税部個人課税課長

平成24.7脚税庁課税部課税総括課長

平成25.6現職

この度の人事異動で札幌国税局長を拝命しました江園でございます。

北海道間税会連合会の皆様方には、日ごろから消費税・間接諸税はもとより税務行政全

般にわたりまして、深いご理解と多大なご協力を賜り、厚くお礼申し上げます。

貴会におかれましては、消費税を中心とした間接税の納税者等で組織する団体として

｢消費税活かすみんなの間税会」のキャッチフレーズのもと、税の標語の募集活動やク

リアーファイル「世界の消費税」を活用した消費税の啓蒙活動をはじめ、研修会等の開催、

税制及び執行に関する意見・要望の提言、ｅ－Ｔａｘの利用促進への取組みなどを積極的に

展開されておられます。

これらの充実した活動は、役員をはじめ会員の皆様のご尽力の賜物であり、心から敬意

を表する次第です。

さて、税務行政を取り巻く環境が激しく変化する中、私どもとしましては、社会・経済

情勢の変化を的確に捉え、効率的な事務運営に努めるとともに、納税者の皆様から信頼さ

れる税務行政を行うことにより国税庁の使命である「納税者の自発的な納税義務の履行を

適正かつ円滑に実現する」ことを着実に果たしていく必要があると考えております。

昨年の８月には消費税法の一部が改正されましたが、来年４月に消費税率の引き上げが

実施された場合には、関係省庁等と連携しながら適切かつ丁寧な対応に取り組んで参りま

すので、今後とも、税務行政の円滑な運営に一届のご理解とご協力を賜りますようお願い

申し上げます。

結びに、北海道間税会連合会並びに傘下各間税会の益々のご発展と会員の皆様方のご健

勝、事業のご繁栄を祈念いたしまして、芳任の挨拶といたします。
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北間連だより
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型国税局幹部 ご紹 介の (敬称略）
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北海道

平成５．４

平成14.7

平成17.7

平成19.7

平成22.7

平成23.7

平成25.7

くりはらかつふみ

栗原克文
札幌国税局

課税第二部長

出身地
略歴

群馬県

平成２．４
平成３．４

平成15.6
平成16.7
平成17.7

平成18.7
平成21.7

平成22.7
平成23.7

平成25.7

東京国税局総務部総務課

国税庁直税部法人税課

米国ハーバード大学国際租税講座留学
国税庁長官官房国際業務課課長補佐
税務大学校研究部教授兼教務課
長崎大学経済学部助教授
国税庁長官官房参事官課長補佐
東京国税不服審判所国税審判官
税務大学校研究部主任教授兼国際支援室長
兼国税庁長官官房国際業務課
現職 』Ｌ
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札幌国税局総務部総務課

函館税務署酒類指導官
江差税務署総務課長

札幌国税局課税第二部酒税課課長補佐
札幌国税局課税第二部酒類業調整官（旭川中税務署派遣）

札幌中税務署副署長
札幌国税局課税第二部酒類業調整官

富良野税務署長
小樽税務署長

現職

さ とうはるき

佐藤春樹
札幌国税局

課税第二部次長

出身地

略庭

北海道

昭和49.4

平成14.7

平成16.7

平成18.7

平成20.7

平成22.7

平成23.7

平成24.7

平成25.7

札幌国税局総務部総務課

札幌国税局課税第二部法人課税課課長補佐

札幌国税不服審判所国税副審判官

札幌中税務署副署長

国税庁長官官房総務課監督評価官室札幌派遣監督評価官室長

網走税務署長

札幌国税局課税第二部法人課税課長

札幌国税局課税第一部課税総括課長

現職
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札幌国税局総務部総務課

札幌国税局調査査察部調査管理課主任

札幌東税務署法人課税第三部門国税調査官

札幌国税局徴収部管理課国税実査官

小樽税務署総務課会計係長

小樽税務署総務課総務係長

現職
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て らはやしすみよ

寺林ボ屯世
札幌国税局

課税第二部

消費税課総務係長

出身地

路辰

とよたゆうじ

豊田雄司

札I幌国税局

課税第二部

消費税課長

出身地

略歴

北海道

昭和50.4

平成14.7

平成15.7

平成16.7
平成18.7

平成20.7

平成22.7

平成23.7

平成24.7

平成25.7
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甲斐徹也
札幌国税局

課税第二部

消費税課課長補佐
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北海道

昭和59.4

平成16.7

平成18.7

平成19.7

平成21.7

平成22.7

平成23.7

平成24.7

出身地

略歴 札幌国税局総務部総務課

札幌国税局課税第二部法人課税課監理第３係長

札幌国税局課税第二部法人課税課総務係長

札幌北税務署酒類指導官

札幌国税局課税第二部法人課税課実務指導専門官

札幌西税務署法人課税第１部門統括国税調査官

札幌西税務署管理運営第１部門統括国税徴収官

現職



⑧第２号議案「平成24年度収支決算報告及び剰余金処分」

北間連だより

区分金額(千円）

第４⑪回通常総会開催され催 ろ

組織拡大・財政墓 鱈の強化とさらなる発展を！

去る６月５日（水）、札|幌プリンスホテル国際館パミールにおいて、札幌国税局から平井課税第二部長はじめ

【特別会計】

◎平成24年度全国大会特別基金決算額

一可

－１職賊鍵総馴砿常総一
局幹部の皆様、また全間連から江川専務理事をご来賓にお迎えし、北間連

第40回通常総会が開催された。開会に当たって高橋会長から「組織拡大・

財政基盤の強化を図り、創立40周年という節目の年を契機としてさらなる

発展を遂げられるよう皆様の一脳の協力をお願いしたい」旨挨拶があった。

議事審議は鷲尾副会長議長のもと進められ、全議案満場一致で承認可決さ

れた。また議事審議終了後、平井課税第二部長のご祝辞をいただき、閉会

となった。（以下議事審議事項抜粋掲救）
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支出の部

遭
三

量目壷醗

⑧第１号議案「平成24年度事業報告」

⑧第３号議案「平成25年度事業計画」

~９

１組織関係

（１）会員数状況＝25年４月１日現在4902名（前年比113名減）

（２）青年部会・女性部会の部会員数＝25年４月１日現在610名（前年比19名減）

（３）モデル会指定＝全間連第１２回モデル会として旭川中間税会が指定され活動中

２事業活動関係

(1)会議等実施状況、(2)消萱税に関する啓蒙活動、(3)ｅ－Ｔａｘ利用促進への取り組み、(4)税務関係団体との連

携協調、(5)税制関係（提言活動等)、(6)広報関係などについて

金額（千円）

収入の部支出の部

１平成24年度収支決算報告（単位未満四捨五入）

【一般会計】

◎平成24年度収支決算額（自24.4～25.3）

支出の部

<基本方針〉

①消費税の適正な申告と納税等に関する啓蒙活動、税制等への提言、ｅ－Ｔａｘの利用促進。

区分

４

一､$

２平成24年度剰余金処分（単位未満四捨五入）

特別会計へ（全国大会特別基金として）

一般会計へ（次期繰越金として）

1,000

4,779

勘定科目

前期繰越金

一般会計から繰入

雑収入

合計

金額(千円）

6,936

1,000

１

7,937

勘定科目

次期繰越金

合計

金額（千円）

7,937

7,937

収入の部

勘定科目

前期繰越金

会費収入

広告料収入

臨時会笠収入

雑収入

合計

金額(千円）

4,260

15,045

０

586

152

20,043

勘定科目

人件費

福利厚生愛

事業費

会議費

旅愛交通世

事務所関係費

通偏印刷世等

部会助成金

本部負担金

雑萱

剰余金

合計

金額(千円）

4,108

542

2,175

926

2,174

995

759

1,082

1,250

253

5,779

20,043



北間連だより

５

②会員の加入拡大・財政基盤の強化と提言力・存在感のある会活動の推進。

１組織の拡大

（１）会員の加入拡大等

今後とも提言力と存在感のある間税会として活発な会活動を推進していくため、引き続き会員増強、財政

基盤の強化、会の活性化を図る。

（２）青年部会・女性部会の既存部会の活性化等

後継者の育成と魅力ある行事の実施など会活動の一隅の活性化が図られるよう努めることとし、当該部会

が未結成である単位会においては、引き続きその結成に努める。

２事業活動の推進

（１）会議等予定（平成25年４月～26年３月：主たるものを抜粋）

野鶴

Ｆ、

消費税に関する啓蒙活動（研修会・説明会・講演会等の開催、クリアーファイルの活用等）

ｅ－Ｔａｘの利用促進への取り組み（広報、未利用者の率先利用、税理士への働きかけ）

税務関係団体との連携・協調（税団協協議会等）

税制関係（アンケート調査、税制および執行に関する意見・要望の提言等）

広報関係（会報紙発行、「税の標語」葬集、「税を考える週間」協賛行事の実施等）

１
１
１
１
１
１

２
３
４
５
６
７

１
１
１
１
１
１ ジブラルタ生命保険との団体契約加入の促進

湧第５号議案｢北間連役員補充選任｣(敬称略）⑪第４号議案｢平成25年度収支予算案」

【特別会計】

◎全国大会特別基金 (単位未満四捨五入）

【一般会計】

◎平成25年度収支予算（自25.4～26.3）
（単位未満四捨五入）

Ｆ可

(注)補充選任後の北間連の役員は別掲「北海道間税会連合会役員名

簿」（16ページ）のとおりである。

勘定科目

前期繰越金

会費収入

広告料収入

臨時会費収入

雑収入

合計

収入の部

金額(千円）

4,779

14,706

8０

580

5０

20,195

支出の部

勘定科目｜金額(千円）
人‘件費4,1284,128

福利厚生費

事業愛

会議萱

旅費交通斑

事務所関係費

通信印刷蟹等

部会助成金

本部負担金

雑費

予備費

合計

568

3,510

1,640

4,010

1,060

820

890

1,300

300

1,969

20,195

月日

４．１９金

５．１６木

６．５水

〃

/ソ

会 議名

正副会長・部会長会議

税制委員会

青年部会第３１回通常

女性部会第27回通常

第40回通常総会・４０周年記念式典等

r総会

総会

月日

８．２１水

11.27水

ノソ

１．２９水

ノノ

会 議名

正副会長・部会長会議

全道青年部会長・女性部会長会議

全道青年・女性部会員交流会

全道会長会議、常任理事会

納税表彰受彰祝賀会・賀詞交歓会

備考

この他税団協･協議会、

全間連会議等に関係

者出席

単位会役員

札幌南間税会

ｉｆ年部会長

岩見沢間税会

副会長

岩見沢間税会

副会長

滝川間税会

副会長

浦河間税会

会長

浦河間税会

副会長

氏名

中 目雄 介

森下重雄

田中 義勝

川口義弘

蚊野好之

中島渡

北間連役員

常任理事

(税制委員）

青年副部会長

常任理事

(会務運営委員）

理事

理．‘Iｆ

常イ

(税

理事

旧役員

京Ⅲ浩明

旧役員

坂東浩

旧役員

森下重雄

旧役員

笹木信弘

旧役員

奥田宗夫

旧役員

蚊野好之

適用

前期繰越金

前期一般会計剰余金繰入

計

7,937千円

1,000千円

8,937千円



北間 連だより

北間連青年部会第31回･女性部会第27回通常総会開催される

北間連第40回通常総会に先立ち、青年部会第31回及び女性部会第27回

通常総会が開催された。水野女性部会長挨拶の後、依田青年部会長議長

のもと24年度事業報告・収支決算等、２５年度事業計両・収支予算等、役

員補充選任について提議、群議されいずれも承認可決された。その後、ご

来賓の札幌岡税局山田消費税課長のご祝辞をいただき閉会となった。

一アーーヘ剖 － －

北 間連創立 周年を迎えて
北間連は昭和48年６月に「北海道消費税協力会連合会」として発足し、本年、創立40周年を

迎えたが、去る６月５日（水）に行なわれた北間連第40回通常総会終了後、創立40周年記念行

事として講演会及び式典等を開催し節目の年を祝した。（詳細は別掲）

篭崇亜間連創立40記念式典高橋会長「式辞」（要旨五冒筆器
当連合会は、物品税等個別間接税の七業和八団体を構成会員として昭和四十八年六月

に「北海道消萱税協力会連合会」として発足し、その後、平成元年の消費税の創設に伴

い、消費税の課税事業者を｢''心とした幅広い会員で椛成される組織に改組され、名称も

｢北海道間税会連合会」に改められ今日に至っております。

創立以来これまで間接税を中心とした税知識の普及、適正な申告と納税の啓蒙に努め、

消費税導入の際には、新たな税制の周知など消費税の定若運動を推進し、税制への提言や

｢税を考える週間」協賛行事の実施あるいは会員交流会等様々な活動を展開して参りました。
北海道間税会連合会

会長高橋則行また、全国間税会総連合会の辿常総会いわゆる全同大会が北海道において三'''１開催さ

れておりますが、いずれの大会も皆様のご協力のもと盛会裏に終えることが出来、開催地としての責任を何とか

果たせたのではないかと思っております。

そして、創立以来取り組んで来ました活動の一つ一つが間税会の膝史として稚み上げられ、今日四十周年を迎

えることが出来ましたことは、偏に歴代の会長、役員及び全道各地の会員皆様の多大なるご尽力と、国税ご当局

並びに関係団体の皆様の心強いご支援。ご指導があってのことと深く感謝しているところであり、改めて厚くお

礼を申し上げる次第です。

ところで、消費税は国の基幹税として益々重要性が増し、また平成二十六年四月と二十七年十月の二luIに渡り

消費税率の引上げが予定されていることなどから、消費税に関する岡民の関心は一脚高まって来ており、このよ

うな中にあって消費税の会としての間税会の役割はより大きくなるものと思いますが、それだけに組織拡大・財

政基盤の強化を図り、提言力・存在感のある間税会として活動していくことが大切であると考えております。

いずれにしましても「適正な111告と納税の実践」を通して円滑な税務行政の迎営に寄与するという間税会活動

の基本を再認識し、微力ながら今後とも間税会の発展に努力していきたいと考えておりますが、創立四十周年と

いう節目の年を契機として、新たな歴史を刻み更に発展していくことが出来ますよう、会員皆様のお力添えと国

税ご当局、関係団体皆々様のご支援．ご指導を重ねてお願い申し上げます。

６

戸、

一葛



伊

Ｐ

講師｢中桐万里子｣氏

⑳Z企＝

北間連だより

冷蕊 北間連40周年記念講演会開催 蕊
/、ロ略歴ロ慶膳義塾大学環境情報学部卒業。その後、京都大学大学院教育学研究科

に進学し臨床教育学を学ぶ。平成17年、同大学院博士課程修了。京都大学博士（教

育学)。平成19年より親子をつなぐ学びのスペース「リレイト」を主宰。関西学院

、大学講師、国際二宮尊徳思想学会常務理事、二宮金次郎基金名誉顧問などを務める。ソ

◆

去る６月５日（水）、札幌プリンスホテル剛喋館パミールにおいて、北間連創

立40周年記念行事として、二宮尊徳７代目子孫である中桐万里子氏を講師にお迎

えし、「豊かな人づくりを求めて＝二宮尊徳に学ぶ＝」と題し、講演会が開催さ

れた。講演会では報徳の精神で600もの村を復興させた業績や成功秘話などが伝

えられ現代の経営学にも通じるものがあり、「尊徳の報徳の精神を見習い、企業

経営にも報徳の実践を」との語りかけに参加者一同熱心に聞き入っていた。
蟹

謹懲皇軍識

篭i拳逗上間連40周年記念式典及び記念祝賀会開硬筆器
｡ 塵霊蓋雲雲霞重雲霞鐘企野蚕間阻今君全舎

創立40周年記念謂演会・式典

記念講演会終了後、同会場において

札l幌国税局の伊藤局長をはじめとする

局幹部、札幌市内の５税務署長、関係

団体の会長ら多数のご出席をいただく

中、北間連創立40周年記念式典が開催

された。式典では高橋会長の式辞（前

掲）に続き功労者表彰が行なわれ、高

！
功労者表彰を受彰された皆様（敬称略）

福島勝男（札幌西） 吉田勉（禰良野）

水野タカ子（札幌西） 木賀義晴（名寄）

北 嶋充（札幌北） 堀口亘（留萌）

小笠原隆（江差） 寺本清初（室蘭）

佐々木秀雄（八雲） 香島勇一（綱走）

横111喜貞（倶知安） 青、輝智（紋別）

工藤修二（岩見沢） 臼井呉行（帯広）

遠藤ユリ（滝川） 加藤祐功（帯広）

東光代（旭川中） 古後靖子（十勝池Ⅲ）

鶴洲泰子（旭川東） 福岡正英ClMM鋤

橋会長から受彰者一人一人に表彰状が

手渡された。また、受彰者を代表して

八雲間税会の佐々木会長から「今後と

も会活動の推進、発展に努力していき

たい」旨謝辞があった。その後、来

賓を代表して伊藤国税局長並びに江川

全間述専務理事のご祝辞をいただき、

式典の終了となった。記念式典に続

き記念祝賀会が開催され、北海道税理

士会の千葉副会長の祝杯により開宴と

なったが、各単会の活動状況やこれま

での思い出話に花が咲き、又、アトラ

鍵_4１

PＦ

瀧五g霞

クションでは「一世一代時代組」による殺陣と歌を中心とした

迫力あるパフォーマンスショウが行なわれ、大いに盛り上がる

など、祝賀会としての楽しいひと時と料理を堪能したが、やが

て閉会の時間となり、国税局の高橋課税第二部次長の閉宴の杯

で祝賀会の終了となった。

７



札I幌中、西、北、南の４間税会は、昭和50年５月設立の

｢札幌間税協力会」が53年11月に解散し、税務署単位の４

協力会に設立換えとなり今日に至っている。

札幌束間税会は札l幌束税務署が新設されたことにより平
成７年８月に札幌南間税会から分離して設立◎
旭川中、束の両間税会は、昭和49年３月設立の「旭川間

税協力会」が平成６年に税務署単位の２間税会に分割さ
れ設立したものである◎

稚内間税協力会は昭和53年に設立しているが､平成９年11月

に単会では全岡初となる１市11町１村を連合体とする｢稚内
税務署管内間税会連合会｣として改組され今日に至っている。

８

れ、創立以来７業種８団体で運営してきた北間連もこ

れら地方間税協力会11団体の加入によって一段と強化

されることとなった。

昭和53年には地方間税協力会の数も22を数えるまでに

なったが、昭和54年２月の通常総会において地方間税

協力会を通常会員、業種団体を特別会員とするなどの

規約改正が行われ、地方間税協力会が単位間税会とし

て北間連の構成員となる今日の組織基盤が確立された。

その後、平成元年の消費税導入に伴い、これまでの

物品税等個別間接税中心の団体から消費税の課税事業

者等幅広い業種の会員で組織する団体へと改組され、へ

名称も平成２年６月に「北海道間税会連合会」に改称

され、また、各単位間税会も「～間税雲協力会」から

｢～間税会」に改称された。

【単会設立年月】

２組織の変遷（確立）

北間連の設立に呼応して税務署所在地ごとに地方間

税協力会の設立の気運が高まり、昭和48年12月室蘭間

税協力会の設立を皮切りに49年には函館ほか７団体、

50年には札幌、北見の２団体が設立され合計11団体を

数えるに至ったが、これら地方間税協力会は北間連の

構成会員となる機構（組織体制）にはなっていなかっ

たため、北間連に加入するよう呼びかけ、昭和51年２

月の通常総会において地方間税協力会の加入が承認さ

１創立の経緯（創立・昭和48年６月）

従来から道内における消費税関係の諸団体を一つに

した協力会的な組織の必要性が叫ばれていたが、具体

的な椛想を見ないまま推移したところ、昭和48年４月、

東京で開催された「全国消費税協力会総連合会」創立

総会を契機として、北海道にも全道を統一した納税協

力団体の結成気運が急速に盛り上がり、北海道消斐税

協力会創立準備委員会が発足し、「消費税協力団体に

係る自主的な申告納税体制の確立等を期するため税制

等に対する改善意見を具申するとともに税務当局が行

う施策に協力する」という目的の下に、昭和48年６月

に「北海道消費税協力会連合会（略称・北間連)」が

創立され、７業種８団体（末端会員数2922人）を構成

会員として第一歩が踏み出された。

【７業種８団体】

北海道貴宝物品税協力会連合会

北海道貴金属宝石卸加工業者税務協議会

北海道質屋組合連合会

北海道家具建具工業協同組合連合会

北海道清涼飲料工業組合

北海道清涼飲料協会

全国エルピーガススタンド協会北海道地方本部

石油連盟北海道地方本部

北間 連だより

戸､

単会名

札幌中

札幌西

札幌北

札幌東

札幌南

函館

江差

八雲

小樽

余市

似知安

岩見沢

川滝

深川

旭川中

設立年月

昭53.11

昭53.12

昭53.12

平７．８

昭53.11

昭4９．３

平元.１１

平元．９

昭4９．６

平元.１１

平元.１２

昭4９．６

昭4９．４

昭52.12

平６．４

単会名

旭川束

樹良野

名寄

留萌

稚内

室蘭

浦河

苫小牧

網走

紋別

北見

釧路

帯広

勝池田

根室

設立年月

平６．４

昭5３．４

昭52.11

昭5３．３

昭5３．５

昭48.12

平２．９

昭49.11

昭5３．３

昭5３．２

昭5０．６

昭49.11

昭4９．３

平２．６

昭5３．３



女'性部会創立10周年記念行事

第４回モデル会

函館間税会指定

間接税申告納税制度施行35周年記念行事

第25回通常総会（組織人員＝30団体

末端会員数6,911人）

北間連創立25周年記念行事

第５回モデル会

岩見沢間税会指定

全間連第26回通常総会北海道大会

全間連北海道大会記念特集号発刊

北間連だより

第17回通常総会

武隈佐一氏

第３代会長に就任

北海道間税会連合会

に改組

(業種団体の廃止、

平成２年６月

９年１０月

１０年６月

３月

57年４月

１０月

58年５月

北海道消費税協力会

連合会創立

会長中宮博史氏

就任

北海道間税･協力会連

合会に改称

昭矛ﾛ４８年６月

§

第三1篭会長

組織人員＝28団体武隈佳一E足

末端会員数2,657人）

第１回モデル会

釧路間税会指定

第２回モデル会

札幌北間税会指定

間接税申告納税制度施行30周年記念行事

第20回通常総会（組織人員＝28剛体

末端会員3,368人）

北間連創立20周年記念行事

２年９月

49年４月

４年９月
初1毛会長

「北間連だより」創中宮縛史ＥＥ

刊号発刊

地方間税協力会が北間連に加入

７業種11団体となる

９月

４年1０月

５年ら月51年２月

６月

1０月

第４回通常総会

福岡菖之助氏

第二代会長に就任

専門委員会規程の創設

創立５周年記念行事

地方間税協力会が北

52年２月 ５年９月

６年1０月 第２１回通常総会

松山正雄氏

第４代会長に就任

第３回モデル会

札I幌西間税会指定

青年部及び婦人部を

「青年部会」「女性

部会」に改称

１１年１０月

F・

54年２月

２零二代会径

間連の通常会員となるヂ富岡葱之助氏

創立５周年記念特集号の発刊

青年部の創立（第９回通常総会）

消費税申告納税制度施行20周年記念行事

第10回通常総会

(７業種22団体末端会員数2,803人）

北間連創立10周年記念行事

北間連創立10周年記念特集号の発刊

婦人部の創立

全間連北海道大会記念特集号発刊

全間連第13回通常総会北海道大会

８年６月
蕊巴代今摂ら

*五山正華：氏

全間連第１３回迦輔鍵会北海道大会
〈佐々木基研一行〉

消費税申告納税制度施行25周年記念行事62年1０月

1０月

一
一
崖

月
月
月
月
月
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３
３
８
９

年
年
年

９
０
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５
６
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'１北毒;声
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輔

量Ｓ庭w~言雲署編

薗・国‘

ｰ

〃

<錘ＨＭ吉・乾杯風景〉

全間逗第１３回通常鍵会北海道大 会

〈奉賓祝奉十枝国種庁階Ｉ護部長〉
OＬ

全間連第２６回j通輔鍵会北う毎道大弓会

全間連第２６回迦輔鍵令北冒毎這大会

<誌山北咽迎会長の開会室一言〉



２Ｆ謬骨代今長

恋橘貝ﾘ ｲﾃ氏 、｡自ら

第１１回モデル会

札幌I:|丁間税会指定

全間連38回通常総会北海道函館大会

全間連北海道函館大会記念特集号発刊

青年・女性部会会報紙

創刊号発刊

第27回通常総会

福岡正英氏

第５代会長に就任

第６回モデル会

札I幌南間税会指定

青年部会創立20周年

記念行事

第７回モデル会札暇

｢はまなす_’ 三Ｆ成22年１０月平成１２年１月

1０月

23年９月６月

記:全談演今（野球解説者｢岩本勉｣氏）

北|削連創立40周年記念行事（講演会・

式典等）挙行

1０月

牢玉さ代署含弓氏

補j話１正葵氏１４年６月

第７回モデル会札幌束間税会指定

間接税申告納税制度施行40周年記念行事

北間連創立30周年記念行事

第８回モデル会

苫小牧間税会指定

間税会新キャッチフレーズ決まる

「消費税活かすみんなの間税会」

「北海道納税協力団体連絡協議会」

発足（道法連・道背辿・北間連。道

納連の４団体で椛成）

９月

１０月

１５年９月

１６年９月

全間iE里2客３８回;通常鍵語合

間接税叩告納税制度施行45周年記念行事

第10回モデル会

滝川間税会指定

北間連創立35周年記念功労者表彰

小中学生からの「税の標語」応募作

品に北間連会長賞創設

全間連第38回通常総会北海道函館大

会の実行委員会設立（函館）

関係６団体「ｅ－Ｔａｘ利用推進宣言」

実施（宣言書、札幌岡税局長に手交）

17年３月設立の「北海道納税協力団

体連絡協議会」に道税理士会が加入

し新たに「北海道税務関係剛体連絡

協議会」として発足

全間連第37回通常総会四国大会

北間連から総勢30名参加

１７年１月

１７年３月

一、
寸

第33回通常総会

高橋則行氏

第６代会長に就任

北間連女性部会創立

20周年記念行事

第９回モデル会

稚内税務署管内間

税会連合会指定

１８年６月 アトラクション・民言悪

第121．モデル会

旭川中間税会指定

北間連青年部会創立30周年記念行事

(講演会等）挙行

1０

24年１０月

24年１１月

４０周年言己言盆祝智会

１８年1０月

北間連だより

篭間連第37回迩粥鍵会四国大会
〈今旅引継ぎ〉

１９年１０月

20年９月

河’

戸一２１年１１月 ２５.零６月

戒

２２年４月

２２年６月

２２年1０月

功労者表j彫
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全間連第37回通常繕会懇親会
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